


～「問い」と「学びの手応え」の視点から考察する～

渡島地区の総合的な学習の時間の実践から

札幌市生活科・総合的な学習教育連盟 研究部主催

研修タイトル 「侃侃諤諤」第５回

森町立鷲ノ木小学校

鍛治 裕之

渡島生活科・総合的な学習の時間研究会 幹事長

令和４年10月１日（土）

午前10時～午後12時
オンライン（zoom）

819-960-3580 657836




森町立鷲ノ木小学校の総合的な学習の時間




小学校3年 総合的な学習の時間 「わたしたちの長万部」

１ 単元のポイント

・地域の人・もの・ことに積極的に関わる学習を行い、情報を収集したり整理・分析したりする活動を通して、
地域に興味をもち、自分も地域の一員であるという気持ちを育てる。その中で、自分たちの地域のよさに気
付き、他者と協力して調べることで、地域への愛着と誇りを育てる。

２ 取組の概要

・マインドマップによる課題設定
→課題への見通しをもたせ、他者の考えに気づかせる。

・町探検、インタビューを通して、活動の前後の違いについて考える。
・クラゲチャート、ＫＷＬ表など思考ツールを活用した整理・分析
→思考を可視化することで、新たな気づきを促す。

・あやめ発表会やお世話になった方へのお礼の手紙
→発表会に向けて、相手意識をもったプレゼンテーションを作成
することで、地域の一員としての自覚をもたせ、もっと関わりた
いという気持ちを育てる。

３ 教科横断的な学習

・児童の主体的な態度を引き出す工夫、学習成果の発表方法





「問い」
・子供と学習内容との出会い

・問題を解決していく過程

・学び合いの場面

「学びの手応え」
 何を学習したか

 どのように学習してきたか

 新たな学びに目を向けさせる

「問い」→子供が「～かな？」と
思うこと

「思い・願い」→子供が

「～したい！」と思うこと

個の学びに応じた助言や称賛

模範例や他の作品の提示

励ましのコメントの記入

見取りと支援

問い返しやゆさぶりなどの働きかけ

新たな「問い」や「思い・願い」を
引き出す教材提示

自分の言葉でまとめる時間の確保

日常生活に関連した事例の紹介

学習した知識・技能を活用する活動

自己評価や相互評価の活用

充実感、達成感、有能感など

自分の成長や変容、友達のよさ
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